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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示領域に反射表示領域と透過表示領域とを有し、
　前記反射表示領域に反射層を有する第１の基板と、
　前記第１の基板に対向する第２の基板と、
　前記第１の基板と前記第２の基板との間に挟持された液晶層と、
　前記第１の基板上における前記液晶層側の全面に前記反射層を覆って設けられたλ／４
複屈折層と、
　前記第２の基板上における前記液晶層と反対側に設けられた偏光板とを備えると共に、
　前記液晶層は、前記反射表示領域と前記透過表示領域とで膜厚が等しく、λ／２のリタ
デーションを有し、
　反射表示時の最明表示時における前記偏光板の透過軸と前記液晶層の光学軸とのなす角
をθ、当該偏光板の透過軸と前記λ／４複屈折層の光学軸とのなす角をΘとした場合に、
Θ＝２θ＋ｎπ（但し、ｎ＝０，１，２，…）が満たされる
　半透過型液晶表示装置。
【請求項２】
　前記λ／４複屈折層上における前記液晶層側の面に透明電極が設けられている
　請求項１記載の半透過型液晶表示装置。
【請求項３】
　前記λ／４複屈折層が複数の複屈折層からなる
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　請求項１または２に記載の半透過型液晶表示装置。
【請求項４】
　前記λ／４複屈折層は、液晶ポリマーを用いて構成されている
　請求項１～３の何れかに記載の半透過型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、反射表示領域と透過表示領域を有する半透過型液晶表示装置であって、反射表
示領域と透過表示領域とで液晶層の厚みを等しくした液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示装置は、軽量、薄型であると共に、低消費電力であるという特徴を有し、携帯用
情報端末（ＰＤＡ）用表示装置等として使用されている。
【０００３】
液晶表示装置をＰＤＡ用表示装置として使用するためには、軽量、薄型、低消費電力であ
ると共に、あらゆる環境下で高い視認性を有する表示性能が要求される。
【０００４】
ところで、従来の透過型液晶表示装置は、バックライトを有しているために周囲が暗い場
合には非常に見やすいが、一方で、太陽光等の非常に強い外光下では、ほとんど見えなく
なってしまうという欠点がある。逆に、反射型液晶表示装置では、周囲が明るい場合には
見やすいが、周囲が暗い場合には、ほとんど見えなくなってしまうという欠点がある。
【０００５】
このような透過型液晶表示装置及び反射型液晶表示装置の問題点を解消するために、特開
平７－３３３５９８号公報等には、バックライト光の一部を透過させると共に、周囲光の
一部を反射させる半透過膜を用いることにより、透過型表示と反射型表示の両方を一つの
液晶表示装置で実現する技術が開示されている。
【０００６】
また、特開平１１－３１６３８２号公報には、表示画素内に反射率の高い領域と透過効率
の高い領域を設けることで、透過型表示と反射型表示の両方を高品位に表示する技術が開
示されている。図８は、このような液晶表示装置の液晶パネルの層構成図である。図示し
たように、この液晶パネルの駆動基板１０は、スイッチング素子が形成された透明基板１
上に透明電極２ａ及び配向膜３ａが順次積層されている透過表示領域Ｔと、この透過表示
領域Ｔに形成されている透明電極２ａの延設領域上に、層間絶縁膜４、反射電極５、及び
配向膜３ａが順次積層されている反射表示領域Ｒとからなり、反射表示領域Ｒと透過表示
領域Ｔの境界には段差が形成されている。一方、対向基板１１は、透明基板６上にカラー
フィルタ７、透明電極２ｂ、配向膜３ｂが順次積層されたものからなり、駆動基板１０と
対向基板１１の間に液晶層１２が挟持され、液晶セルが構成されている。また、駆動基板
１０の液晶セルと反対側の面には偏光板１４ａが設けられており、対向基板１１の液晶セ
ルと反対側の面には、λ／４位相差板１３及び偏光板１４ｂが順次積層されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
特開平７－３３３５９８号公報のような構造の場合、半透過膜で入射光の内部吸収や散乱
が生じるので、光の利用効率が悪いという問題がある。また、構造上、透過表示領域と反
射表示領域の各々のリタデーション設計ができないので、透過、反射の表示品位を両立さ
せることは困難である。
【０００８】
一方、特開平１１－３１６３８２号公報では、画素内に反射率の高い反射表示領域Ｒと透
過率の高い透過表示領域Ｔを独立的に設けているので、各領域の光の利用効率は高く、リ
タデーション設計も各々行うことができる。しかしながら、この構造では、反射表示領域
Ｒの最適なリタデーションはλ／４、透過表示領域Ｔの最適なリタデーションはλ／２と
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なるので、これを実現するために、反射表示領域Ｒの液晶層の厚さと、反射表示領域Ｒと
透過表示領域Ｔとの段差の高さを等しくすることが必要となり、結果的に液晶セルに数μ
厚の大きな段差構造が必要とされる。そのため、電極のコンタクト等の製造プロセスが複
雑となり、また、段差部位で配向欠陥、光洩れ、表示の均一性の低下等の問題が生じる。
【０００９】
また、透過型液晶表示装置で最適なリタデーションがλ／２であるのに対し、上述のいず
れの技術においても、反射表示を行う場合の最適なリタデーションはλ／４であり、液晶
セルの厚さを透過型液晶表示装置の１／２にしなくてはならない。しかしながら、液晶セ
ルの厚さを薄くすると、液晶層を挟持する上下の基板間でショートが起こりやすく、また
、セル厚の均一性を保つのが困難である等の問題が生じる。反対に液晶セルの厚さを大き
くすると、特開平１１－３１６３８２号公報のような構造では、液晶セル内での段差が高
くなり、前述のような問題が生じる。
【００１０】
また、特開平７－３３３５９８号公報のような構造でも、特開平１１－３１６３８２号公
報のような構造でも、液晶セルの上部にλ／４の位相差板１３を設ける必要があり、広い
波長領域でλ／４の条件を達成するためには、複数枚の位相差板が積層される。このため
、表示に視差が生じる、視野角が狭くなる、製造工程が長くなり、コストが高くなる等の
問題が生じる。
【００１１】
以上のような従来の問題点に対し、本発明は、一つの液晶表示装置で高品位な反射表示と
高品位な透過表示の双方を得られるようにし、かつそのような液晶表示装置を簡易な製造
プロセスで実現できるようにすることを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、表示領域に、反射表示領域と透過表示領域を設けた半透過型液晶表示装置に
おいて、従来、液晶セルの外側上部に設けられていたλ／４位相差板に代えて、液晶セル
内にλ／４複屈折層を設けると、反射表示領域と透過表示領域の液晶層の最適リタデーシ
ョンを互いに等しくすることができ、よって、液晶セル内に段差を形成することが不要に
なることを見出した。
【００１３】
　即ち、本発明は、表示領域に反射表示領域と透過表示領域を有する半透過型液晶表示装
置であって、反射表示領域に反射層を有する第１の基板、第１の基板に対向する第２の基
板、双方の基板間に挟持された液晶層、第１の基板上における前記液晶層側の全面に前記
反射層を覆って設けられたλ／４（λは可視光の波長）のリタデーションを示すλ／４複
屈折層、前記第２の基板上における前記液晶層と反対側に設けられた偏光板からなり、反
射表示領域の液晶層の層厚と透過表示領域の液晶層の層厚が等しく、液晶層はλ／２のリ
タデーションを有する。また、反射表示時の最明表示時における前記偏光板の透過軸と前
記液晶層の光学軸とのなす角をθ、当該偏光板の透過軸と前記λ／４複屈折層の光学軸と
のなす角をΘとした場合に、Θ＝２θ＋ｎπ（但し、ｎ＝０，１，２，…）が満たされる
。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しつつ、本発明を詳細に説明する。なお、各図中、同一符号は、同一又
は同等の構成要素を表している。
【００１６】
図１は、本発明の一例の液晶表示装置の１画素の模式的断面図である。
【００１７】
この液晶表示装置１００Ａの駆動基板１０は、スイッチング素子の形成された透明基板１
（第１の基板）上に反射層１６が設けられている反射表示領域Ｒと、反射層１６が無い透
過表示領域Ｔからなっている。反射層１６上（透過表示領域Ｔでは透明基板１上）には、
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λ／４複屈折層１５、透明電極２ａ、配向膜３ａが順次積層されている。
【００１８】
一方、駆動基板１０と対向する対向基板１１は、透明基板（第２の基板）６上に、カラー
フィルタ７、透明電極２ｂ、光散乱膜１７、配向膜３ｂが順次積層されたものからなって
おり、駆動基板１０と対向基板１１との間に液晶層１２が挟持され、液晶セルが構成され
ている。また、液晶セルの外側の駆動基板１０、対向基板１１の上にはそれぞれ偏光板１
４ａ、１４ｂが設けられている。
【００１９】
この液晶表示装置１００Ａにおいては、反射層１６の有無によって反射表示領域Ｒと透過
表示領域Ｔが区分されるにもかかわらず、液晶層１２の厚さが、反射表示領域Ｒ、透過表
示領域Ｔのいずれにおいても等しいことが特徴的となっている。
【００２０】
ここで、液晶層１２には、λ／２（λは可視光の波長）のリタデーションをもたせること
が好ましい。これは、一般に、透過表示においては、透過率と液晶層の厚さとの関係式（
１）
【数１】
Ｔ＝ｓｉｎ2（Δｎｄ・π／λ）　　　　　　　　（１）
（ただし、Ｔ：透過率
Δｎ：液晶の複屈折
ｄ：液晶層の厚さ
λ：光の波長　　　　）
から、最適リタデーション値が、Δｎｄ＝λ／２となるからである。
【００２１】
この液晶表示装置１００Ａにおいて、上述のように反射表示領域Ｒの液晶層１２の層厚と
透過表示領域Ｔとの液晶層１２の層厚とが等しく形成されているのは、反射層１６と透明
電極２ａとの間にλ／４複屈折層１５が設けられていることによる。即ち、液晶層１２が
図２に示すような配向状態にあるとき、反射表示領域Ｒでは、偏光板１４ｂを透過した直
線偏光は液晶層１２を透過することで、元の偏光軸に対して２θ回転する。次に、この直
線偏光は、λ／４複屈折層１５に入射して円偏光となり、それが反射層１６で反射されて
逆回りの円偏光となり、再び直線偏光となってλ／４複屈折層１５を出射する。このとき
、λ／４複屈折層１５の光学軸と偏光板１４ｂの偏光軸とのなす角度Θについて、
Θ＝２θ＋ｎπ（但し、ｎ＝０，１，２，…）
の関係をもたせると、λ／４複屈折層１５を出射した直線偏光の軸は入射時と等しくなる
。その後、直線偏光は再び液晶層１２を透過することで－２θだけ軸が回転する。よって
、液晶層１２を透過した直線偏光の軸は、偏光板１２ｂの軸に一致することになり、光は
偏光板１４ｂを透過し、明表示となる。
【００２２】
一方、透過表示領域Ｔでは、直線偏光は、λ／４複屈折層１５を透過した後、円偏光とな
って下に出射するが、偏光板１４ａとの間にλ／４複屈折層を設けることにより直線偏光
に変換することができ、この直線偏光の軸と偏光板１４ａの偏光軸とを一致させることに
より明表示となる。
【００２３】
したがって、反射表示領域Ｒ及び透過表示領域Ｔの液晶層のリタデーションを共にλ／２
にすること、即ち、双方の液晶層の層厚を等しくすることが可能となる。
【００２４】
より具体的には、例えば、液晶層１２に電界が印加されない状態で、Θ＝π／４、θ＝π
／８、ｎ＝０　とすると、最明状態となる。一方、液晶層１２に電界が印加されて液晶が
スイッチし、液晶が基板界面に垂直になった場合には最暗状態となる。したがって、ノー
マリーホワイトモードで高コントラストの表示を行うことができる。
【００２５】
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また、液晶層１２に電圧が印加されていない状態で液晶が基板界面に垂直に配向するよう
にしてもよい。この場合は、液晶層１２に電圧が印加された時にΘ＝π／４、θ＝π／８
が満たされるようにすればよく、これによりノーマリーブラックモードで高コントラスト
の表示を行うことが可能となる。
【００２６】
なお、　Θ＝２θ＋ｎπ　が満たされるようにすると、上述のように反射表示領域Ｒ及び
透過表示領域Ｔの液晶層のリタデーションを共にλ／２にすることができ、高いコントラ
ストの表示を得ることができるが、　Θ＝２θ＋ｎπ　が厳密に満たされない場合でも、
相当のコントラストの表示を得ることができる。
【００２７】
以上のように、この液晶表示装置１００Ａでは、反射表示領域Ｒと透過表示領域Ｔの液晶
層の厚さが等しいので、従来の半透過型液晶装置のような反射表示領域Ｒと透過表示領域
Ｔとの段差に伴う問題が生じない。また、反射層１６と透明電極２ａの間にλ／４複屈折
層１５を設けることにより、液晶セルの上部にはλ／４の位相差板を設けないので、λ／
４の位相差板１３が液晶セルの上部に設けられていた従来の液晶表示装置（図８）が抱え
るような視差や視野角の問題は生じない。また、液晶セル上にλ／４の位相差板としてフ
ィルムを貼付する工程を省略でき、製造コストも削減できる。さらに、この液晶表示装置
１００Ａでは、λ／４複屈折層１５を基板１上の全面に設けるので、簡便に作製すること
ができる。
【００２８】
液晶表示装置１００Ａで使用するλ／４複屈折層１５は、光又は熱硬化性の液晶ポリマー
を用いて形成することができる。即ち、ラビング法又は光配向法で配向処理した基板上に
、溶媒に溶解した光硬化性又は熱硬化性の液晶ポリマーを塗布し、溶媒を蒸発させる。こ
れにより配向処理した基板上で液晶は一軸配向する。この状態で紫外線等の光照射又は加
熱処理をすることにより液晶ポリマーは硬化し、複屈折層となる。この複屈折層のリタデ
ーションをλ／４に制御するためには、液晶ポリマーの塗布厚を適宜調整する。より具体
的には、例えば、Ｍｅｒｋ社製ＲＭＭ３４（Δｎ＝０．１４５、λ＝５８９ｎｍ）を用い
る場合、溶媒としてトルエンを用いて液晶ポリマーを希釈し、配向処理した基板上に塗布
する。その後、波長３６０ｎｍ、強度１０ｍＷ／ｃｍ2の紫外光を照射し、１００℃で１
時間加熱することにより複屈折層を形成する。この複屈折層では、塗布厚を１μｍとする
ことにより、λ／４のリタデーションを得る（λ＝５８９ｎｍ）。
【００２９】
また、λ／４複屈折層１５は、リタデーションの波長特性の異なる複数のλ／４複屈折層
から形成することが好ましい。一般に、λ／４複屈折層の複屈折値には波長依存性がある
ため、特定の波長付近でしかλ／４のリタデーションが得られないが、リタデーションの
波長特性の異なる複数層を積層することにより、幅広い波長領域においてλ／４のリタデ
ーションを得ることが可能となる。なお、従来、液晶セルの上部に設けられていたλ／４
位相差板の層厚は、フィルム型のもので１層０．１ｍｍ程度あるため、これを複数層積層
すると視差や視野角に大きな影響がでるが、本発明で使用するλ／４複屈折層１５は、１
層の厚さが１μｍ程度であるため、複数層を積層しても数μｍにしかならず、視差や視野
角に影響を与えることはない。また、積層に要するコストも、フィルムを複数枚貼り重ね
るのに対して、液晶ポリマーの塗布を複数回重ねる方が安価となる。
【００３０】
図１の液晶表示装置１００Ａにおいて、λ／４複屈折層１５の形成以外は、表示領域に透
過表示領域と反射表示領域を有する公知の半透過型液晶表示装置の製造方法に準じて製造
することができる。例えば、液晶層１２としては、水平配向、垂直配向のいずれの液晶も
使用することができる。また、ネマティック液晶、スメクチック液晶のいずれも使用する
ことができる。スメクチック液晶の場合、スイッチング角（図２の角度θ）が、π／８が
好ましい。
【００３１】
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駆動基板１０を形成する透明基板１又は対向基板１１を形成する透明基板６としては、ガ
ラス基板又はプラスチック基板を使用することができる。
【００３２】
透明電極２ａ、２ｂは、ＩＴＯ等の透明導電膜から形成することができる。
【００３３】
配向膜３ａ、３ｂは、ポリイミド、ポリアミド等を配向膜材料とし、ラビング法、光配向
法等で配向処理したものを使用することができる。
【００３４】
図１の液晶表示装置１００Ａの製造方法としては、まず、透明基板１にＡｌ、Ａｇ、Ａｌ
合金、Ａｇ合金等の反射率の高い金属をスパッタ法などにより成膜し、それを反射表示領
域Ｒの形状に合わせてパターニングすることにより反射層１６を形成し、次に、反射表示
領域Ｒ及び透過表示領域Ｔの双方に、上述のように液晶ポリマーを用いてλ／４複屈折層
１５を形成し、さらにＩＴＯをスパッタ法により成膜し、画素電極の形状にパターニング
することにより透明電極２ａを形成し、その上に配向膜３ａをラビング法又は光配向法で
形成し、駆動基板１０を得る。
【００３５】
一方、透明基板６に常法によりカラーフィルタ７、透明電極２ｂ、光散乱膜１７、配向膜
３ｂを順次形成することにより対向基板１１を得る。
【００３６】
そして、駆動基板１０と対向基板１１をセルギャップがλ／２となるようにスペーサを用
いて対向させ、双方の基板間に液晶層１２を挟持させることにより液晶セルを形成し、駆
動基板１０の外側及び対向基板１１の外側にそれぞれ偏光板１４ａ、１４ｂを設けること
により製造する。このとき、偏光板１４ｂの透過軸、λ／４複屈折層１５の光学軸、液晶
層１２の光学軸には、前述の関係を持たせることが好ましく、反射表示領域Ｒと透過表示
領域Ｔとで液晶層１２の厚さは等しくする。
【００３７】
この液晶表示装置１００Ａの製造方法によれば、ＰＶＡ、ポリカーボネート等からなる従
来のλ／４位相差フィルムや位相差板の貼付に代えて、λ／４複屈折層１５を液晶ポリマ
ーの塗布により形成するので、液晶セルの作製時になされるＩＴＯの蒸着等の高温プロセ
スに耐える複屈折層を、容易に形成することができる。
【００３８】
本発明の液晶表示装置は、図１の構成の他に種々の態様をとることができる。例えば、図
１の液晶表示装置１００Ａでは反射表示時の視認性を良くするために、光散乱膜１７を対
向基板１１に設けているが、図３の液晶表示装置１００Ｂのように、反射層１６として、
表面凹凸が形成された光拡散性反射層１６ｘを設け、光散乱膜１７を省略してもよい。ま
た、反射層１６には、反射板としての機能の他に、画素電極としての機能を持たせてもよ
い。
【００３９】
また、液晶セルの高さ方向におけるλ／４複屈折層１５の形成位置は、反射層１６と液晶
層１２との間にある限り、反射表示領域Ｒと透過表示領域Ｔの液晶層１２の厚さの最適値
を等しくすることができる。したがって、図６に示すように、液晶セルの外側（即ち、透
明基板１の液晶層１２と反対側の面上）にλ／４複屈折層１５を設けてもよい。ただし、
この場合、反射層１６も液晶セルの外側に設けなくてはならないので、反射率の低下や視
差の発生を防止する点からは、図１のように液晶セル内に設けることが好ましい。
【００４０】
また、図４に示したように、配向膜３ａと透明電極２ａとの間にλ／４複屈折層１５を設
けてもよい。ただし、画素電極から液晶層１２に印加される電界強度の低下を防止し、ス
イッチングを良好に行うためには、図１の態様のように、画素電極となる透明電極２ａ上
にはλ／４複屈折層１５を設けない方が好ましい。
【００４１】
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また、図８の従来の液晶表示装置の反射表示領域Ｒの駆動基板１０の層構成に準じて、透
明基板１上に透明電極２ａ、反射層１６、配向膜３ａを順次積層する場合、λ／４複屈折
層１５は、図５に示すように、反射層１６と配向膜３ａとの間に設けることが好ましい。
【００４２】
一方、液晶セルの水平方向におけるλ／４複屈折層１５の形成位置は、図１の液晶表示装
置１００Ａのように透明基板１上の全面に形成すると液晶セルの製造プロセスを簡便にす
る点で好ましいが、透過表示領域Ｔに設けることなく、反射表示領域Ｒのみに設けてもよ
い。この場合、反射表示領域Ｒと透過表示領域Ｔの液晶層１２の厚さが等しくなるように
、駆動基板１０を平坦化することが好ましい。またこの場合には、透過表示領域Ｔのリタ
デーションが、液晶層１２のリタデーションのみから定まるので、上下の偏光板１４ａ、
１４ｂの透過軸を直交させることで、透過表示時に良好なコントラストの明暗表示をする
ことが可能となる。
【００４３】
この他、カラーフィルタの形成位置についても特に制限はなく、駆動基板１０側に形成し
てもよい。その場合、反射層１６上に形成することが好ましい。
【００４４】
また、本発明は、単純マトリクス型及びアクティブマトリクス型のいずれの液晶表示装置
にも適用することができる。
【００４５】
【実施例】
実施例１
図１の層構成を有し、図２の配置を有する液晶表示装置を作製した。この場合、上下の基
板１、６にそれぞれ水平配向処理を行い、セルギャップ４μｍの液晶セルを構成し、ネマ
チック液晶（Δｎ＝０．０７）を注入した。λ／４複屈折層１５のリタデーションは、Δ
ｎｄ＝１３７ｎｍとした。偏光板１４ｂの透過軸と液晶層１２の光学軸のなす角θをπ／
８、偏光板１４ｂの透過軸とλ／４複屈折層１５の光軸とのなす角Θをλ／４とした。
【００４６】
この場合の反射スペクトルを図７に示す。同図から、液晶層１２のリタデーション（Δｎ
ｄ）をλ／２の条件で用いたこの実施例の液晶表示装置は、明表示と暗表示を高コントラ
ストで表示できることがわかる。
【００４７】
【発明の効果】
本発明によれば、反射表示領域と透過表示領域を有する半透過型液晶表示装置において、
反射表示領域と透過表示領域の液晶層の厚さを等しくするので、従来の半透過型液晶表示
装置において反射表示領域と透過表示領域との間にあった段差が不要となる。したがって
、段差に起因する、段差周囲の配向不良が生じず、表示品位が向上する。また、段差の形
状を形成するためのプロセスや、画素電極の端子や配線を、コンタクトホールを用いて段
差上に形成するための工程が不要となるので、装置全体としての製造プロセスを簡略化で
き、信頼性を向上し、製造コストを削減することが可能となる。
【００４８】
また、本発明では、反射表示領域Ｒと透過表示領域Ｔのセル厚を、共にλ／２のリタデー
ションを持つように設計できるので、λ／４のリタデーションを持つように設計されてい
た従来の反射表示領域Ｒのセル厚に比して、反射表示領域Ｒの液晶層１２のセル厚をほぼ
２倍に厚くすることができる。したがって、上下の基板間でのショートが起こりにくくな
る。また、これにより、液晶層に使用する液晶の材料選択の幅を広げることができる。
【００４９】
さらに、従来、対向基板の外側上部に設けられていたλ／４位相差板が不要となるので、
λ／４位相差板による視差が発生せず、視野角の低下もなく、表示品位が向上する。また
、λ／４位相差板の貼付作業も不要となり、プロセスを簡略化することができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】　本発明の液晶表示装置の断面図である。
【図２】　反射表示領域での光の透過又は反射状態の説明図である。
【図３】　本発明の液晶表示装置の断面図である。
【図４】　本発明の液晶表示装置の駆動基板の断面図である。
【図５】　本発明の液晶表示装置の駆動基板の断面図である。
【図６】　本発明の液晶表示装置の駆動基板の断面図である。
【図７】　実施例の液晶表示装置の反射表示領域における波長と反射光強度との関係図で
ある。
【図８】　従来の液晶表示装置の断面図である。
【符号の説明】
１…透明基板、　２ａ、２ｂ…透明電極、　３ａ、３ｂ…配向膜、　４…層間絶縁膜、　
５…反射電極、　６…透明基板、　７…カラーフィルタ、　１０…駆動基板、　１１…対
向基板、　１２…液晶層、　１３…位相差板、　１４…偏光板、　１５…λ／４複屈折層
、　１６…反射層、　１６ｘ…光拡散性反射層、　１７…光散乱膜、　１００Ａ、１００
Ｂ…本発明の液晶表示装置

【図１】 【図２】



(9) JP 4465847 B2 2010.5.26

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(10) JP 4465847 B2 2010.5.26

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１０－３２５９５３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－０５２３６２（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１８７２２０（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－２９７３０４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－０２４０６８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G02F   1/1335
              G02F   1/13363



专利名称(译) 半透过型液晶表示装置

公开(公告)号 JP4465847B2 公开(公告)日 2010-05-26

申请号 JP2000297157 申请日 2000-09-28

[标]申请(专利权)人(译) 索尼公司

申请(专利权)人(译) 索尼公司

当前申请(专利权)人(译) 索尼公司

[标]发明人 境川亮

发明人 境川 亮

IPC分类号 G02F1/13363 G02F1/1335 G02B5/30 G09F9/00 G09F9/30

FI分类号 G02F1/13363 G02F1/1335.520 G02B5/30 G02F1/1335.510 G09F9/00.313 G09F9/00.324 G09F9/30.
349.B G09F9/30.349.D

F-TERM分类号 2H049/BA02 2H049/BA07 2H049/BA42 2H049/BB03 2H049/BB63 2H049/BC22 2H091/FA02Y 2H091
/FA08X 2H091/FA08Z 2H091/FA11Y 2H091/FB02 2H091/FD07 2H091/FD09 2H091/FD10 2H091
/GA01 2H091/GA03 2H091/KA02 2H091/LA12 2H091/LA17 2H149/AA16 2H149/AB05 2H149/AB26 
2H149/BA02 2H149/DA04 2H149/DA12 2H149/DB02 2H149/EA03 2H149/EA19 2H149/FA23Y 2H149
/FA24Y 2H149/FC07 2H191/FA02Y 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FA30Y 2H191/FA30Z 2H191
/FA31Y 2H191/FA31Z 2H191/FA34Y 2H191/FA42Y 2H191/FB03 2H191/FB04 2H191/FB14 2H191
/FC02 2H191/FC32 2H191/FC33 2H191/FD04 2H191/FD09 2H191/FD10 2H191/FD12 2H191/FD20 
2H191/FD22 2H191/GA19 2H191/KA02 2H191/LA13 2H191/LA21 2H191/NA19 2H191/NA29 2H191
/NA30 2H191/NA34 2H191/NA35 2H191/PA44 2H191/PA50 2H191/PA87 2H291/FA02Y 2H291/FA22X 
2H291/FA22Z 2H291/FA30Y 2H291/FA30Z 2H291/FA31Y 2H291/FA31Z 2H291/FA34Y 2H291/FA42Y 
2H291/FB03 2H291/FB04 2H291/FB14 2H291/FC02 2H291/FC32 2H291/FC33 2H291/FD04 2H291
/FD09 2H291/FD10 2H291/FD12 2H291/FD20 2H291/FD22 2H291/GA19 2H291/KA02 2H291/LA13 
2H291/LA21 2H291/NA19 2H291/NA29 2H291/NA30 2H291/NA34 2H291/NA35 2H291/PA44 2H291
/PA50 2H291/PA87 5C094/AA43 5C094/BA03 5C094/BA43 5C094/CA19 5C094/CA24 5C094/DA13 
5C094/EA04 5C094/EA05 5C094/EA06 5C094/EA07 5C094/EB02 5C094/ED03 5C094/ED11 5C094
/ED14 5C094/ED15 5G435/AA17 5G435/BB12 5G435/BB15 5G435/BB16 5G435/DD11 5G435/DD13 
5G435/FF05 5G435/GG12 5G435/KK05

代理人(译) 博信矶山

审查员(译) 铃木俊光

其他公开文献 JP2002107724A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在具有反射显示区域和透射显示区域的半透射型液晶显示装置中获得高质量反射显示和高质量透射显示，并且容易
获得上述液晶显示装置制造过程。解决方案：在显示区域中具有反射显示区域R和透射显示区域T的半透射型液晶显示装置100A
中，在反射层16和液晶层12之间形成λ/ 4双折射层15，并且在反射显示区域R和透射显示区域T中，液晶层12的层厚度相同。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ec067fbc-9cf4-4781-8472-ce27fa322c93
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018779316/publication/JP4465847B2?q=JP4465847B2



